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活動報告（１） 

会議の名称 第１１回春日部市在宅サービス多職種連絡協議会 

開催日時 平成２８年４月１３日（水）１９：３０～２１：００ 

開催場所 春日部市保健センター（ふれあいキューブ６階） 

出席者・所属 

（敬称略） 

春宅会会長                  山﨑 典之 

春宅会副会長                 竹田 広樹 

春宅会副会長                 南本 浩之 

春日部市医師会                遠藤 賢 

春日部市医師会                渡邊 真司 

春日部市立病院                三宅 洋 

春日部市歯科医師会              山﨑 裕司 

春日部市薬剤師会               今井 良仁 

地域包括支援センター代表           長谷部 朋子 

春進センター代表（旧）            高柳 寛 

春進センター代表（新）            田中 裕人 

居宅介護支援専門員代表            志村 暁彦 

居宅系サービス代表              太皷 直人 

春日部市役所健康保険部長           桜井 厚 

春日部市役所健康保険部次長兼健康課長     宗広 則行 

春日部市役所健康保険部介護保険課長      島崎 勇治 

会議議題 ・ 春日部市在宅医療介護啓発誌（春ポス）春進センター通信（春しん）

について 

・ 第３回春日部市医療介護職連携研修・交流会 

・ 春日部市医療介護職連携研修・交流会の今後の予定について 

・ 平成２７年度春日部市在宅医療・介護連携推進事業報告について 

・ 平成２８年度春日部市在宅医療・介護連携推進事業計画について 
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活動報告（２） 

活動内容・決定事項 

≪春日部市在宅医療介護啓発誌（春ポス）春進センター通信（春しん）について≫ 

・ 啓発誌、ポスター、通信の印刷が完了し、医師会、歯科医師会、薬剤師会への配布分を本日持参。 

・ 介護事業所への配布は郵送にて各施設へ送付予定。 

 

≪第３回春日部市医療介護職連携研修・交流会≫ 

・ 講師を務めて頂く大野医師、長谷部センター長には、印刷物の準備等があるので、発表の資料を

５月２０日頃までに春進センターまで送付。 

 

≪春日部市医療介護職連携研修・交流会の今後の予定について≫ 

・ 第３回春コン・ケアが８月２３日に開催予定。 

・ 春宅会サポーター会議にて討議の結果、「情報を考えよう～介護に関わる人に必要なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

～」というテーマを基に開催。 

・ １１月には第４回春コンを開催予定。第３回のテーマが認知症についての内容である事、市立病

院ががん診療連携拠点である事を踏まえ、「がん疾患の在宅医療介護について考えよう」というテ

ーマでの開催を提案。 

・ 第４回春コン・ケアの開催日程は前回の春宅会にて２月１５日として決定されたが、会場の予約

が入ってしまった為、候補に挙がっていた２月１４日に仮予約しており、日程変更。 

・ 開催日程は、資料の記載の通りで予定していくことを確認。 

 

≪平成２７年度春日部市在宅医療・介護連携推進事業報告について≫ 

(1)地域の医療・介護サービス資源の把握 

・ ホームページ準備中。 次回のセンター職員会議にて病院・診療所・介護事業所の情報を一覧にし

たものを包括支援センターに配布予定。 

(2)在宅医療・介護サービス等の情報の共有支援 

・ はるパスが完成しているが、まだ十分稼働していないので更なる広報活動が必要。他職種コミュ

ニケーションツールに関しては、準備等が進んでいるので今年度引き続き準備。 

(3)在宅医療・介護連携に関する相談の受付等 

・ 昨年度は合計４７件の相談。 

(4)在宅医療・介護関係者の研修・啓発 

・ 研修・交流会の延べ参加者数は９９１名。 

(5)地域住民への普及啓発 

・ 春日部市健康フェアの１日目は健康相談、２日目は山﨑会長の講演、合計２１７名の参加。 

(6)在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討 

・ 春宅会が 1 年間で１０回開催され、サポーターとして６３名が協力。今年度中にサポーターを１

００名以上とすることを目標。サポーター会議で研修・交流会のテーマ案の検討や、参加者同士

でのディスカッションなどの活発な活動を行っている。 
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活動報告（２） 

活動内容・決定事項 

≪平成２８年度春日部市在宅医療・介護連携推進事業計画について≫ 

１．医療介護資源の公開（春リンクステーションの開設） 

２．春宅会での活動の継続 、春宅会サポーターの増加 

３．情報共有ツール（ＩＣＴ）、春パスの啓発 

４．切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築について、意見を募りつつ進展させていく 

５．地域包括支援センターと協力しながらの在宅医療介護の相談、連携支援 

６．定例研修・交流会 

７．市民に対しての研修会（内容未定） 

・ １から 7 までの事業計画を昨年度の活動の中での反省点を踏まえて 更に進展させたい。 

 

 


